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通常 Concreteの強弱を諭ずるのには,主として Abrams氏の粒度率 (Fineness

modulus)法か或は Talbot氏の室隙諭 (Voidtheory)である｡両論ともConcrete

Aggregateの物理的性状を究明しなければならない｡西暦 1950年頃より沖純におけ

る Concrete工事は急激に増加 し, 全島到る処で施工されているが往々にして,この

取扱いが軽んぜられ単に Cement(ほとんど Portlandcement)･砂 ･砂利を混合し

て使用すれば良いと簡単に考えているように見受けられる｡従来沖縄においては日本

における各種試験の結果をそのまま用いているが小工事は別として大工事になればな

る程その工事に使用される骨材の性状を充分に調査するのでなければ,要 求 された

Concreteの強度を求めることが出来ないのは衆知の事項である｡沖純の地質構成は

(第 1図)大半が隆起珊瑚礁で, 古生紀層はその一部分に存するのみである｡従ってこ

れら基岩より生成された砂 ･砂利は殆んど隆起珊瑚礁生成物によって占められており

構成粒子の硬度が小で然も多孔質であるために日本の平均比重よりも値が小であろう

ということは当初より考えられることである｡

現在まで沖靴においてぼ日朝 の性状調調査が行われていない. そこで筆者は各産地

別にこれが性状を調査 しConcreteの強度試験を行う前提として骨材の性状調査を行

った｡沖縄全体を3区に区分 して1区づつ行 う予定である｡即ち第 1区･-･沖触本島

北部 (元国頭郡)･第 Ⅷ区-･･沖縄 本島中南部 (元中頭郡 ･島尻郡)･第m区-･･宮古

･八重山群島 (元宮古郡 ･八重山部)に区分 した｡

筆者の測定 した結果がこれから行われる Concrete工事の設計者及び施行者に幾分

かでも役立てば幸いである｡ この調査に際 し御協力 ･助言下さった本学農学部長島袋

俊一氏 ･林学科職員並びに学生諸子に謝意を表する｡

廿琉球大学戯家政学部
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ⅠⅠ 試 料

沖 鰍 こおいては河川らしき河川が無いため ･内陸河川の砂 ･砂利を大量に使用する

ことがlT--'J来ないo従って骨材用の砂は全て海岸砂を使用しているO砂利は浜砂利か或

は砕石を使用しているが今回は第Ⅰ区の砂のみを採集 して試料とした｡第甘報におい

て桝 U･砕石を調査報告するo 採基地は部落或は村または工事施行者が砂採築地と見

倣 しているところ及び硯に大工事用として採集 しつつある処より約 5kgづつ採集 し

たo採集場所及び地名は第 2図並に第 1表に示す通りである｡

ⅠⅠⅠ 試 験 方 法

試料は総て表面乾燥飽和状態に処理の上各種試験を行った｡

(1) 試料 の取 り方 採集試料を風乾の後鉄板上で四分法により供試 した.

Fig.2.
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(2) 乾 燥 方 法 (1)により得られた試料を24時間完全浸水の後次項 (a)･(b)

により処理

(a) 表面乾燥飽和状態に導くには,試料を鋼力製 (5cmX25cmx60cm)の容器

に拡げ米製 Heatfan (Thermadorelectricalheater‥.1,320watts･50/60

cye･115volts)を使用した｡

(a) 絶対乾燥状態に導くには,電気定温恒湿器 (島津製･･-1台 ･ヤマ ト科学器

械製･-･1台)を 105-110oCに調峯の上試料を1,000ccBeakerに入れ (比重

測定完了試料)5昼夜放置後取り出しDeSiccatorに入れ冷却後これを秤量し走

重となるまでこれを繰返 した｡乾燥重量の秤量は化学天秤による0

(3) 単位容 積重量測定 骨材用単位容積測定桝 (21人)を使用.秤畳････最

大 5kgまで ･感度 0.5g の秤りを使用し5回測定の平均値｡

(4) 比重 ･吸水量 ･表面水食測定 比重 ･吸水量は JISAllO9･表面水畳は JIS

Allll即ち標準試験法によるため詳述は略する｡

(5) 蛋隙 率 の測定 第 3図 の如き装置をなし底部より水の浸入するようにし

た｡ 500ccGraduatedGlassの真申に7mm硝子管を立てこれを手で保持しつつ砂

を容器内に入れ最初 1/3入れ棒 (硝子棒)突き放で 25回 ･次に 2/3位まで入れ25

回最後は 500ccの目盛まで 25回突いて後上部 Funnelより徐々に注水硝子管内の

水面が 500ccの目盛の所で止るまで注水を行い次式により計算 した｡

Ⅳ--注入水量

W--硝子管内の水畳

Ⅴ･-･GraduatedGlassの目盛までの容積

V-･･硝子管 (管内容積を含む)の目盛までの容積

峯隙率-
W-w
V-V
×100

(6) 有機質 量測定 これは簡易滴走法によった#.

ⅠⅤ 試 験 結 果

試験結･果は第2表 ･第4図 -第54図の通りである.単偉容積碑畳は 11当り重費

争京都大学農学部農芸化学教室編 農芸化学実験書
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をgで,吸水量 ･表面水量 ･泥土畳 ･有

機質畳はこれらの重量比を百分率で表わ

し,基隙率は容積比を百分率 で表示 し

た｡粒度はこれを数字よりも Graphが

明瞭に表わすことがJ11来る故 (第4図-

第54図)通過量と止まる畳 (各種 骨材

価)を縦に取り重量比の百分率で, 価の

目の大きさを底として表わした｡

Ⅴ 考 察

(1) 単位容積 重 量 重量は11当

り1,395gより1,888gの範囲であるが

重畳分布を見ると･1,470gより1,570g

の物が (㊨)最も多 く総数 51の中その

約半数の 24がこの中に含まれる｡残り

27がほぼ均等 に 1,590-1,630gが

((転)8･1,660-1,750gが (㊨)10･

1,390- 1,480gが (堰))6で 1,800g

以上は2ヶ所である｡これを地質的に見

ると ㊥ はほとんど隆起珊瑚礁地帯であ

るが, ㊥ は古生紀石英岩地帯 ･◎ は古

生紀砂岩,粘板岩地帯 ･⑧ が輝石安山岩

地帯で重量は ⑥ ･㊥ ･.@ ･④ と減少し†Aヽ

ている｡

100 (･2) 比 重 全体の平均が 2.61で
■Iヽ
あり日本の-2.65･に比 して 0.04小さ

い. これは日本における平均比重をそのまま使用,肘.来ないことを示 している.即ち建
(

築物等の基礎は従来より小さくて済むが重力式堰堤においてほ大きさを増さなければ

ならない事を意味もる｡

(3) 吸 水 量 数値の小なる No.6･No.8･No.9･No..29は普通より使用水

畳を少くせねばならないが,数値の大きい No.17･No.21等は水 ･Cementの比
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率を充分に考慮 しなければ骨材とCementとの分離を起 したり,Concreteの凝結力

を発揮出来ない内に硬化を起 したりする故使用前充分に水分を吸収させるのでなけれ

ば使用が出来ない｡

(4) 表 面 水 農 水 ･Cement比を決定する重要な因子である故所要の Worka-

bilityを得るためには少くとも現易試験を行い水量の決定を行うべきである｡

(5) 泥 土 畳 泥土畳の非常に多いNo.1･No.17･No.18･No･22･No･25･

No.28･No.30･No.46･No.48は骨材として適当でないと思われる故旧来得れば

使用しないのが得策であるが, 強いて使用しなければならぬ場合は充分水洗の上これ

を使用すべきである｡

(6) 基 隙率 と粗粒 率 砂の採薬揚所により蛋隙率は異って来るが粗粒率の大

なるものは蛋隙率は小となっている｡これは当然なことで問題になるものは無い｡

(7) 有 機 質 量 海岸砂であるために有機質は少いと考えていたが試験の結兼は

意外に多い｡ これは戦争による山地の荒廃と分水嶺が海岸に接近 している (最も遠い

所でも 3km 内外である)上に雨量が非常に多いために山地 ･冊 凹の表土洗.LL'.カ壕 畳

になったことが原因であろう｡ 然 しながら Concreteの強度に影響するほどの畳では

ないが泥土畳の多い個所ほど有機質の合有も犬となっている｡

ⅤⅠ要 約

1) 従来使用されている日本における平均比重 2.65は使用出来ない｡沖純北部 (元

国郡)においては平均比重を 2.61-として設計 ･施工をなすべきである｡

2) Concreteの配令設計 ･施工で第1区の砂を使用する場合第2表を使用すること

により所要の Workabilityを得ることが出来る｡

R由um6

1.Thespeci丘egravitywhichhasbeenusedinJapansofarshallnotbeusedin

thenorthem partofOkinawawhichistreatedinthisreport,instead2.61should

beusedasthespeei丘egravityforsandinthisarea.

2.ForthecalculationofmlXlngplanconstruction,thetableNo.2Shouldbeused
●■

inordertohavetheworkableonewhichiswanted.
1


